
東北震災復興のみらいを語る懇談会

１ 復旧・復興の現状 ①

東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組みながら、

お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて

復興道路等の整備

1

★
遠野市

 三陸沿岸道路が全線開通

 県整備の全93箇所が完成

 港湾取扱コンテナ貨物量
や企業立地の増加、
国内外のクルーズ船の
寄港拡大など、
大きな波及効果

１ 復旧・復興の現状

２ みらいに向けた取組

３ みらいへの取組を進めるために



１ 復旧・復興の現状 ②
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津波防災施設の整備

２ みらいに向けた取組 ①

東日本大震災津波伝承館を拠点とした事実・教訓の伝承・発信

【普金地区海岸防潮堤（大船渡市）】
令和５年12月完成

【閉伊川水門（宮古市）】
令和８年度の完成に

向けて整備を推進

 県内外から、教育旅行や校外学習等で
学校関係者をはじめ多数の方々が来訪

 来館者数は110万人を突破

 伝承館を拠点に、
震災の事実・教訓の伝承を進め、
県内の震災伝承施設等と連携し、
周遊機会を創出

 計画した全142箇所中、141箇所が完成
 （76.8km） （76.6km）

来館者数100万人達成

宮 古 港

仮締切工

200ｍ 整備済整備済

令和６年６月

【高田松原津波復興祈念公園】
（陸前高田市） 国営追悼・祈念施設

道の駅「高田松原」
東日本大震災津波伝承館



【県立花巻農業高校１年生】 【県立一関工業高校１年生】

高校生との協働 橋梁点検 メンテナンス工事体験

流域治水対策の推進

２ みらいに向けた取組 ②

岩手県が取り組む防災教育・出前講座等岩手の強靱化

 いかなる大規模自然災害が発生しても
「致命的な被害を負わない強さ」 と 「速やかに
回復するしなやかさ」 を持った 安全・安心な
地域社会の構築に向け、県土の強靱化を推進

災害に強い道路ネットワークの構築

 河道掘削や築堤等の治水対策
→ 家屋等の浸水被害を解消

 県土の縦軸、横軸と
なる幹線道路の整備
→ 道路利用者の安全・
安心の向上、物流の
効率化や産業振興等

一般県道大ケ生徳田線

【徳田橋（盛岡市～矢巾町）】

令和６年３月開通

県民等への周知

【久慈市立久慈湊小学校５年生】

津波防災出前講座

【田野畑村立田野畑小学校４年生】

砂防出前講座

 多彩な方法で社会資本
整備の必要性をＰＲ中

52万部製作
全世帯配布

3【県広報誌 国土強靱化特集】【５か年加速化対策事例集】

 いわてのみらいを担う人づくりの取組

平成28年８月
台風第10号

令和６年８月
台風第５号

【小本川（岩泉町）】

25cmの水位低減効果により氾濫せず
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３ みらいへの取組を進めるために

4

災害に強い県土づくりへ向けた対策津波防災施設に係る維持管理

水門・陸閘
自動閉鎖システム

 水門等操作員の安全確保を
図るため、水門・陸閘自動閉鎖システムを整備

 水門・陸閘の自動化、遠隔操作化による
津波防災対策をより確実なものとするため、
施設を適切に管理していくことが必要
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 近年、激甚化・頻発化する自然災害から県民の生命
や財産を守るため、防災・減災対策、インフラの老朽化
対策等の国土強靱化の取組を推進する必要

 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化
対策」の更なる推進など、公共事業予算の安定的・
持続的な確保が必要

【国道340号 押角（岩泉町）】
【水沢米里線 館山(奥州市)】

【盛岡横手線 若畑(西和賀町)】

【米代川（八幡平市）】 【馬淵川（一戸町）】

【水沢橋（北上市）】

道路法面の崩落
（平成29年11月）

あい路区間の存在

河川内の土砂堆積

橋梁の老朽化
（鋼材の腐食）

河川の氾濫
（令和４年８月）

道路への積雪に
よる通行困難

統廃合により
約３割削減

● 水門・陸閘基数

うち、自動化・遠隔操作化基数

多くの施設で自動化・遠隔操作化

• 衛星回線で自動閉鎖
• 手動操作も可能
• 指令系統・電源の
二重化により確実な閉鎖


